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 大阪府道路公社は、淀川を渡河する鳥飼仁和寺大橋有料道路（以下「鳥飼」という。）と、

国土軸を担う新名神高速道路から新大阪・梅田等の大阪都心を直結する箕面有料道路（以下

「箕面」という。）の 2 路線の管理運営を行っており、この度、令和７事業年度の決算概要

及び中期経営計画（令和４～７事業年度）の目標達成状況について取りまとめました。 

 

Ⅰ 令和７事業年度決算概要 

〇損益計算書 

・  収益では、２路線計の道路料金収入は２２．５億円となり、前年度に比べ０．２億円

（対前年度比０．７％）の減収となりました。 

・ 交通量について、鳥飼は、令和７年 10 月以降、前年度の交通量を下回り、総交通量

は 3,742,290 台となりました。 

 箕面は、令和７年 11 月以降は前年度の交通量を上回ったものの、総交通量は

4,293,549 台となりました。 

・ 年間の日平均交通量では、鳥飼が 10,25３台、箕面が 11,763 台となりました。 

   
・ 費用では、道路維持費は７．６億円となり、前年度に比べ３．６億円（対前年度比   

８８．１％）増加しました。道路管理費は９．３億円となり、前年度に比べ０．１億円

（対前年度比０．５％）減少しました。 

これを路線別でみると、鳥飼は道路維持費と道路管理費の合計が１．５億円で前年度

と比べ０．１億円の減少となりました。前年度は５年に１度の法定点検（橋梁点検）を、

行ったことによるものです。 

箕面は１５．４億円で前年度と比べ３．６億円の増加となりました。 

中央監視設備更新工事や防災設備更新工事などを実施したことによるものです。 

 

・ 特別法上の引当金等繰入額（損失補填引当金繰入額※及び償還準備金繰入額※）につい

ては、鳥飼１．８億円、箕面３．６億円、２路線計で５．４億円となり、前年度の繰入

額に比べ２．７億円の減少となりました。 

主な原因は、箕面の中央監視設備更新工事等の実施により、費用が増加したことです。 

※損失補填引当金繰入額とは、事業年度ごとに道路料金収入額（税抜き）に一定の率  

（現行１２％）を乗じて得た額を積み立てるもの。また、償還準備金繰入額とは、各

事業年度の道路事業の収益が費用を上回る額を積み立てるもの。 

令和５事業年度 令和６事業年度 令和７事業年度 R6→R7 R5→R7

鳥飼 3,726,174 3,771,395 3,742,290 99.20% 100.40%

箕面 4,091,438 4,341,746 4,293,549 98.90% 104.90%

令和５事業年度 令和６事業年度 令和７事業年度 R6→R7 R5→R7※

鳥飼 10,181 10,333 10,253 99.20% 100.70%

箕面 11,179 11,895 11,763 98.90% 105.20%

表１－１　過去３か年の総交通量　　　　　　　    　　 　　　　（単位：台）

表１－２　過去３か年の日平均交通量　　　　　　　　　 　　　　（単位：台）

※R5は366日のため、R7との比較の際、総交通量と日平均交通量で割合に差が生じる



 

 

〇貸借対照表 

・ 流動資産が大幅に減少（２３１．７億円→１５２．５億円）し、固定資産が大幅に増

加（０．１億円→８９．１億円）しているのは、運用資金の一部を定期預金（1 年未満）

から国債（１年以上）の購入に切り替えたことから、流動資産から固定資産に変わった

ものです。 

・ 流動負債（１５．０億円）と固定負債（０．２億円）の合計（１５．２億円）に比べ、

流動資産（１５２．５億円）の方が多くなっています。 

・ 特別法上の引当金等は、３２９．１億円となり、前年度に比べ５．４億円増加（対前

年度比１．７％増）しました。これは、鳥飼、箕面の２路線について、損失補填引当金

繰入額２．５億円、償還準備金繰入額３．０億円をそれぞれ積み立てたことによるもの

です。 

 

表－２ 損益計算書 （単位：億円）

有料道路事業収入 23.3 24.1 0.7 3.2%
道路料金収入 22.6 22.5 △ 0.2 △ 0.7%
業務外収入 0.7 1.6 0.9 141.1%

受託事業収入 4.6 13.0 8.4 184.8%

27.9 37.1 9.2 32.9%

有料道路事業費 21.6 22.4 0.8 3.8%
道路維持費 4.1 7.6 3.6 88.1%
道路管理費 9.4 9.3 △ 0.0 △ 0.5%
特別法上の引当金等繰入額 8.1 5.4 △ 2.7 △ 33.1%

2.5 2.5 △ 0.0 △ 0.7%
償還準備金繰入額 5.7 3.0 △ 2.7 △ 47.3%

受託事業費 4.4 12.6 8.2 185.3%
一般管理費 1.9 2.1 0.2 10.7%

役職員諸給与 1.6 1.8 0.2 12.3%
管理諸費 0.3 0.3 0.0 1.8%

27.9 37.1 9.2 32.9%

増減率
令和６事業

年度
令和７事業

年度
増減額

収益合計

損失補填引当金繰入額

費用合計
（※）四捨五入の関係で、合計等が合わない場合がある。（以降の表も、同様。）



 

  

 

 

 

表－３　貸借対照表 （単位：億円）

令和６事業年度 令和７事業年度 増減額
流動資産 231.7 152.5 △ 79.2 △ 34.2 %
固定資産 645.1 734.1 89.0 13.8 %

道路資産 645.0 645.0 0.0 0.0 %
有形固定資産等 0.1 89.1 89.0 89000.0 %

876.7 886.6 9.9 1.1 %

令和６事業年度 令和７事業年度 増減額
流動負債 4.7 15.0 10.3 218.8 %
固定負債 6.1 0.2 △ 5.9 △ 96.3 %

政府借入金 4.7 0.0 △ 4.7 △ 100.0 %
その他借入金 1.4 0.2 △ 1.2 △ 84.1 %

特別法上の引当金等 323.7 329.1 5.5 1.7 %
鳥飼・箕面にかかる損失補填引当金・償還準備金（※１） 164.5 170.0 5.5 3.3 %
移管３路線にかかる損失補填引当金（※２） 159.1 159.1 0.0 0.0 %

334.5 344.3 9.9 2.9 %
基本金 500.2 500.2 0.0 0.0 %

大阪府出資金 500.2 500.2 0.0 0.0 %
資本剰余金 42.1 42.1 0.0 0.0 %

工事負担金 42.1 42.1 0.0 0.0 %
542.3 542.3 0.0 0.0 %
876.7 886.6 9.9 1.1 %

負債合計

資本合計
負債及び資本合計

（※１）損失補填引当金は各事業年度の損失補填引当金繰入額の累計額である。
　　　　償還準備金は各事業年度の償還準備金繰入額の累計額（投入資金の回収額）である。
（※２）移管３路線（堺泉北、南阪奈、第二阪奈）の損失補填引当金の累計額である。

科　目 増減率

資　産　の　部
科　目 増減率

資産合計
負債及び資本の部



 

Ⅱ 中期経営目標に対する達成状況 

当公社は、安全・安心で利便性の高い道路サービスを提供しつつ、利用促進とコスト

削減を進め、建設費の着実な償還に努めることとし、中期経営計画（令和４～７事業年

度）期間内の、鳥飼及び箕面にかかる各年度の償還準備金等繰入額及び償還準備金等積

立額を中期経営目標として設定しています。 

  令和７事業年度の経営目標に対する取組み結果は、償還準備金等繰入額及び償還準備

金等積立額とも、経営目標に比べ、５３６百万円の増となりました。その要因は、「通行

台数」「業務外収入」等の「収益」が目標を上回り、かつ「費用」が目標を下回ったこと

によるものです。 

 

 
（※）「中期経営目標（A）」の各項目の数値は、２０２５年３月に策定した「大阪府道

路公社 中期経営計画【チャレンジ２０２５】（２０２２年度～２０２５年度）期

間延長版」を引用。 

表－４　中期経営目標と決算の比較 （単位：百万円）

（損益計算書ベース） 中期経営目標（A） 決 算（B） （B）－（A）

償還準備金等繰入額（※１） 8 545 536

償還準備金等積立額（※２） 16,295 16,997 702

（※２）償還準備金等積立額は、これまでの各事業年度の償還準備金等繰入額を合算した額。

（参考）表－4の項目別内訳 （単位：百万円）

中期経営目標（A） 決 算（B） （B）－（A）

通行台数（台/日） 21,400 22,016 616

収益（料金収入等）　 　① 3,492 3,706 214

費用（道路管理費等）　② 3,484 3,162 △ 322

償還準備金等繰入額　①－② 8 545 536

（※１）償還準備金等繰入額は、損失補填引当金繰入額と償還準備金繰入額の合計額。



  

 

Ⅲ 移管 3 路線を含めた公社５路線の建設費の償還状況 

 

・ 令和 7 事業年度の特別法上の引当金等繰入により、建設費償還状況を表す令和 7 事業

年度末の償還準備金等積立額は鳥飼 6,455 百万円、箕面 10,542 百万円、２路線計が

16,997 百万円となり、前年度末から 545 百万円増加しました。 

・ 令和 7 事業年度中期経営計画と比較すると、特別法上の引当金等繰入額は 536 百万

円の増、積立額は 702 百万円の増となりました。 

  この主な要因としては、道路料金収入が計画より約 144 百万円の増収であったことに

加え、道路維持費の執行が発注時期の見直しや落札差金などにより、計画より約 302 百

万円の減となったことによるものです。 

 
  

 

 

建設費の資金構成と償還状況

(注）償還額は、償還準備金（移管額を含む）と損失補填引当金の合計額である。

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

大阪府出資金 911億円政府借入金 1,313億円
地方公共団体

金融機構借入

金 388億円

減資

411億円
南阪奈償還額
463億円

堺泉北

償還額

301億円
第二阪奈償還額 1,138億円

未償還額

274億円

大阪府借入金

36億円

民間借入

金 51億円

鳥飼償還額

65億円
箕面償還額

105億円

建設事業費

の資金構成

2,757億円

令和７事業

年度末の

償還状況

（億円）

建設時借入金計 1,788億円

改良工事

58億円

償還額計 2,072憶円



 

15,247,097,161 1,499,454,520

48,690 1,498,340,872

13,538,110,775 1,113,648

1,618,562,718

281,035

90,093,943

73,410,869,657 22,500,000

64,498,399,758 22,500,000

10,200,000,000 22,500,000

54,298,399,758

1,809,182 特 別 法 上 の 引 当 金 等 32,909,993,298

7,769,670 20,054,593,379

11,770,520 1,535,944,933

△ 17,731,008 2,605,594,386

4,432,603,354

93,280 2,649,170,160

93,280 8,831,280,546

8,910,567,437 12,855,399,919

8,903,828,077 4,919,196,055

6,739,360 7,936,203,864

34,431,947,818

50,016,919,000

50,016,919,000

50,016,919,000

4,209,100,000

4,209,100,000

4,209,100,000

54,226,019,000

88,657,966,818 88,657,966,818

そ の 他 固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

減 価 償 却 累 計 額

差 入 保 証 金

ソ フ ト ウ ェ ア

投 資 有 価 証 券

工 具 ・ 器 具 及 び 備 品

償 還 準 備 金

鳥飼 仁和寺大橋有料道路

（　負　債　計　）

南 阪 奈 有 料 道 路

第 二 阪 奈 有 料 道 路

堺 泉 北 有 料 道 路

無 形 固 定 資 産

道路事業損失補填引当金

鳥飼 仁和寺大橋有料道路

箕 面 有 料 道 路

　　　　　　(単位：円）

未 収 金

負　　債　　及　　び　　資　　本　　の　　部

預 り 金

流 動 資 産 流 動 負 債

科　　　　　　　　　　　　目

Ⅱ 令和７事業年度大阪府道路公社貸借対照表

令 和 ８ 年 3 月 31 日 現 在

現 金

預 金

未 払 金

金　　　　　額

資　　　　　　産　　　　　　の　　　　　　部

金　　　　　額科　　　　　　　　　　　　目

立 替 金

車 両 及 び 運 搬 具

固 定 資 産

道 路 資 産

鳥飼仁和寺大橋有料道路

箕 面 有 料 道 路

固 定 負 債

長 期 借 入 金

大 阪 府 借 入 金

そ の 他 流 動 資 産

合　　　　　　　　　　　　計 合　　　　　　　　　　　　計

（　資　本　計　）

剰 余 金

資 本 剰 余 金

基 本 金

出 資 金

大 阪 府 出 資 金

箕 面 有 料 道 路

工 事 負 担 金



 
 

　　　　(単位：円）

金　　　　　額 金　　　　　額

2,239,695,686 2,405,955,288

335,487,166 360,392,855

17,450,810 337,007,858

134,654,739 23,384,997

183,381,617

1,904,208,520 2,045,562,433

744,983,089 1,912,160,400

797,833,371 133,402,033

361,392,060

1,258,377,219 1,300,331,331

208,213,714

179,618,905

28,594,809

3,706,286,619 3,706,286,619

Ⅲ　令和７事業年度大阪府道路公社損益計算書

1,300,331,331

箕 面 有 料 道 路 事 業 収 入

受 託 事 業 収 入

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

道 路 料 金 収 入

道 路 料 金 収 入

鳥飼仁和寺大橋有料道路事業収入鳥飼仁和寺大橋有料道路事業費

道 路 維 持 費

業 務 外 収 入

収　　　　　益　　　　　の　　　　　部

科　　　　　　　　　　　　目

府 道 八 尾 茨 木 線

合　　　　　　　　　　　　計

受 託 事 業 収 入

合　　　　　　　　　　　　計

管 理 諸 費

役 職 員 諸 給 与

1,258,377,219

受 託 事 業 費

一 般 管 理 費

特別法上の 引当金等繰入額

府 道 八 尾 茨 木 線

道 路 管 理 費

受 託 事 業 費

科　　　　　　　　　　　　目

費　　　　　用　　　　　の　　　　　部

箕 面 有 料 道 路 事 業 費

有 料 道 路 事 業 収 入有 料 道 路 事 業 費

業 務 外 収 入

道 路 維 持 費

道 路 管 理 費

特別法上の 引当金等繰入額


